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会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 16 億 3,539 万円 15 億 6,913 万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 12 億 195 万円 11 億 6,531 万円
給 食 事 業 特 別 会 計 8,317 万円 8,281 万円
後期高齢者医療事業特別会計 ２億 1,985 万円 ２億 1,060 万円
水 道 事 業 会 計 ３億 1,990 万円 ４億 8,491 万円
下 水 道 事 業 会 計 ６億 8,500 万円 ８億 95 万円

総　　　額 41 億 4,525 万円 43 億 1,371 万円

９
月
定
例
会
議

意見書を
国へ提出

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し、
地方税財源の確保を求める意見書

意見書の内容（抜粋）
●地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等
の一般財源総額を確保・充実すること。その際、臨時財
政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努
めるとともに、償還財源を確保すること。
●地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調
整機能が適切に発揮できるよう、総額を確保すること。
●令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想され
ることから、万全の減収補填措置を講じるとともに、減
収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含
め弾力的に対応すること。
●税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構
築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制について
は、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当
たっては、有効性・緊急性等を厳格に判断すること。
●特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であ
り、制度の根幹を揺るがす見直しは、家屋・償却資産を
含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス
感染症緊急経済対策として講じられた特例措置は、本来
国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの
措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

新型コロナウイルス感染症
の拡大は、甚大な経済的・社
会的影響をもたらしており、
国民生活への不安が続いてい
る中で、地方財政は、かつて
ない厳しい状況になることが
予想されます。
よって、関係機関に対し、
確実に実現されるよう、意見
書を提出しました。

内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済再生担当大
臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣、衆議院議長、参議院議長へ意見書を提出しました。

●本町においても、町民の生活と地域経済
に深刻な影響がもたらされており、この
ことから、開成町議会としても、町当局
と協力し、終息以降も含め町民の安心・
安全の確保のために対策に取り組んでい
くため、新型コロナウイルス感染症対策
特別委員会の設置を提案いたしました。

●新型コロナウイルス感染症については、
わが国でも依然として感染者数は増加
の傾向にあり、医療機関や福祉関連施設、
教育現場等多大な影響を及ぼしている。
また、製造業・観光業・飲食業をはじめ
とする経済界、特に中小企業・小規模事
業者は深刻な打撃を被っており、その影
響は計り知れないものとなっている。

議員発議で可決
新型コロナウイルス感染症対策

特別委員会を設置

第１回の委員会では正副委員長の互選を行い、委員長に前田せつよ議員、副委員長に
湯川洋治議員が選出されました。活動報告は議会だより等で行っていきます。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

法
人
税
か
ら
見
る

　
　
　
　
　

厳
し
い
税
収

補正予算質疑
問　

開
成
南
小
学
校
区
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
仮

称
）
を
建
設
す
る
た
め
、

設
計
業
務
の
委
託
料
を

計
上
し
て
い
る
が
、
当

初
予
算
で
は
な
く
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
補
正

予
算
と
し
て
計
上
し
た

背
景
は
。

答 　

本
町
で
は
、
保
育
所
の

待
機
児
童
を
減
ら
す
こ

と
を
優
先
順
位
と
し
て

こ
こ
数
年
で
取
組
ん
で

き
た
。

　
　

現
在
、
開
成
南
小
学
校

と
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
が
、
共
働
き
の
世

帯
が
増
え
、
学
童
に
通

う
児
童
が
急
増
し
て
い

る
現
状
か
ら
、
昨
年
９

月
か
ら
会
議
等
で
検
討

を
重
ね
、
今
回
の
補
正

予
算
で
計
上
す
る
に

至
っ
た
。

〇
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

減
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
大

手
企
業
の
令
和
元
年
度
の
確
定

申
告
に
伴
い
、
令
和
２
年
度
の

予
定
納
税
が
当
初
見
込
み
よ
り

減
額
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
そ

の
減
額
分
を
含
め
、
総
じ
て

１
億
２
千
７
百
万
円
。
ま
た
、
町

民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
を
１
年
延

期
し
た
関
係
で
改
修
工
事
費
や
什じ
ゅ
う

器き

等
購
入
費
な
ど
。

増
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
定
期
予

防
接
種
対
象
者
（
原
則
、
満
65
歳

以
上
）、
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
費
用
を
無
償
と
す

る
個
別
接
種
委
託
料
や
開
成
南
小

学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
規
模
数
等
を
勘
案
し
、
１
２
０

名
定
員
の
施
設
の
基
本
設
計
と
実

施
設
計
の
委
託
料
を
計
上
。　
　

　
　
　
　
〈
全
員
賛
成
〉

補 正 予 算

特
別
会
計
・
企
業
会
計
決
算
額

事
業
の
成
果
に
関
す
る
質
疑
は

次
の
ペ
ー
ジ
、
主
な
事
業
は
Ｐ

６
を
チ
ェ
ッ
ク
！

ˌԨΩࡈ࠱ഭμഭЉ決算額
ɠᑎ会計決算額

ഭЉӴ計Ŵ��Ζ�����ɣύ ഭμӴ計Ŵ��Ζ�����ɣύ

人件費
（９億5,697万円）

物件費
（10億2,096万円）

扶助費
（12億628万円）

維持補修費
（2,695万円）補助費

（８億6,015万円）
公債費
（４億5,005万円）

積立金
（１億6,207万円）

投資及び出資金、
貸付費
（8,589万円）

繰出金
（４億3,014万円）

普通建設事業費
（27億4,525万円） 町税

（31億1,912万円）

分担金及び負担金等
（10億7,642万円）

寄附金
（３億4,611万円）

町債
（17億6,150万円）

地方交付税
（２億2,932万円）

県支出金
（４億1,607万円）

国庫支出金
（７億1,175万円）

地方消費税交付金
（２億9,170万円）

その他（１億4,468万円）

繰越金
（３億5,464万円）

災害復旧事業費
（1,210万円）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

今
後
の
行
政
運
営
に
与
え
る
影
響
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
改
正

　
　
　
　
　
　
　

本
町
へ
の
影
響
は

新
庁
舎
建
設
の

　
　

総
額
費
用
は

開
成
駅
に
急
行
が
停
車

　
　
　
　
　
放
置
自
転
車
は
増
え
た
の
か

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
一
箇
所
廃
止

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
影
響
や
課
題
は

四
ツ
角
団
地

　

今
後
の
方
向
性
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　

普
及
は
進
ん
で
い
る
の
か

森
林
環
境
譲
与
税

　
　

ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
く
の
か

問  
令
和
元
年
度
は
台
風
の

被
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
ど
不
測
の
事
態

を
経
験
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
、
今
後
の
行
政
運
営
に

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く

の
か
。

答  
職
員
一
丸
と
な
っ
て
ま

と
ま
っ
て
対
応
し
て
い
る
と

実
感
し
た
。
財
政
的
に
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
関
係
で
財
政
調
整
基
金
か

ら
８
千
万
円
を
取
り
崩
し
た

が
、
決
算
が
確
定
し
、
基
金

に
再
度
積
み
立
て
る
こ
と
が

で
き
た
。

問  
令
和
元
年
度
に
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
予
算

よ
り
も
倍
近
く
の
決
算
額
と

な
っ
た
。
そ
の
要
因
は
ど
の

よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
か
。

答  
令
和
元
年
６
月
か
ら
制

度
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
制

度
改
正
前
の
５
月
に
前
年
と

比
べ
て
５
倍
近
い
寄
附
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
制
度
改
正

に
合
わ
せ
て
南
足
柄
市
と
協

働
で
返
礼
品
を
登
録
し
、
広

域
連
携
を
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し

た
こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど

の
紙
製
品
の
需
要
が
高
ま
っ

た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　令和元年度の一般会計及び各特別会計、企業会計決
算について、９月定例会議において審議を行いました。
　審議は町政全般にわたり、数多くの質疑がありまし
た。その中から、いくつかをお知らせします。

問  
役
場
新
庁
舎
を
建
設
す

る
に
あ
た
り
、
本
体
工
事
や

跡
地
整
備
の
金
額
は
明
示
さ

れ
て
い
る
が
、
備
品
な
ど
の

整
備
の
総
額
は
ど
の
く
ら
い

か
か
っ
て
い
る
の
か
。

答  
現
在
、
旧
庁
舎
の
解
体

工
事
を
行
っ
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
工
事
等
の
す
べ
て
が

終
わ
っ
た
段
階
で
、
備
品
や

什
器
な
ど
も
含
め
た
総
額
を

提
示
す
る
予
定
で
あ
る
。

役場職員における、感染症流行時の風
水害を想定した避難所開設訓練の様子

解体中の旧役場庁舎

問  
開
成
駅
周
辺
は
自
転
車
放
置

禁
止
区
域
と
な
っ
て
い
る
が
、
令

和
元
年
度
か
ら
放
置
自
転
車
は
増

え
て
い
る
の
か
。

答  
移
動
撤
去
し
た
件
数
は
、
平

成
30
年
度
は
14
台
で
あ
っ
た
が
、

令
和
元
年
度
は
６
台
と
減
少
傾
向

に
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
駅

前
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の
活
動

問  
令
和
元
年
度
か
ら
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
二
箇
所
か
ら
一
箇

所
に
し
て
一
年
間
運
用
し
た
が
、

影
響
や
課
題
は
。

答  
一
箇
所
で
運
営
を
行
う
こ
と

を
考
え
、
保
健
師
、
助
産
師
、
保

育
士
等
が
相
談
・
調
整
に
入
り
、

訪
問
等
多
く
の
件
数
を
調
整
し
、

支
援
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
地
域
の
子
育
て
支
援

問  
令
和
元
年
度
に
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
建
材
分
析
調
査
を
行
っ
た

が
、
四
ツ
角
団
地
の
今
後
の
方
向

性
は
。

答  
四
ツ
角
団
地
は
条
例
上
で
は

廃
止
に
し
た
の
で
、
転
用
に
な
る

か
解
体
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
た

だ
、
築
年
数
や
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
財
政
計

画
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
解
体
す
る
方
向
性

を
持
っ
て
い
る
。

問  
昨
年
10
月
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
交
付
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
見
込
み
よ
り
も

件
数
が
少
な
い
。
検
証
し
た

上
で
の
課
題
は
。

答  
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
現

状
が
あ
る
が
、
今
年
度
は
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
影
響
も
あ

り
、
件
数
が
増
え
て
い
る
。

今
後
は
状
況
を
見
な
が
ら
、

地
域
に
出
向
い
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
周
知
を
行
う

な
ど
、
普
及
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問  
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ

い
て
、
令
和
元
年
度
に
新
設

さ
れ
、
林
業
就
業
者
数
や
人

口
に
基
づ
い
た
国
か
ら
の
補

助
金
と
な
る
が
、
本
町
に
は

森
林
が
な
い
中
で
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答  
昨
年
度
に
基
金
を
設
立

し
た
が
、
し
ば
ら
く
は
基
金

を
積
み
立
て
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
今
後
の
活
用
方
法
と

し
て
は
、
本
町
に
は
森
林
が

な
い
状
況
も
あ
る
の
で
、
町

民
の
方
に
森
林
の
大
切
さ
を

広
く
伝
え
る
取
組
み
を
考
え

な
が
ら
基
金
の
使
い
方
の
研

究
を
し
て
い
く
。

事
業
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
特
に
支
障
は

な
か
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

や
駐
輪
場
の
管
理
の
方
な
ど

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
駅
の
周

辺
を
キ
レ
イ
に
し
よ
う
と
い

う
取
組
み
や
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
で
周
知
を
図
っ

て
い
る
こ
と
も
、
年
々
台
数

が
減
っ
て
い
る
要
因
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

委員会でも調査を行った
四ツ角団地

令和元年度

　　決算審議
質 疑

　　令和２年 11 月　№ 2035 45 № 203　令和２年 11 月　



提出 議決日 議　案　名 審議
結果

下
山
千
津
子

佐
々
木
昇

武
井
正
広

湯
川
洋
治

茅
沼
隆
文

星
野
洋
一

井
上
三
史

山
本
研
一

石
田
史
行

井
上
慎
司

前
田
せ
つ
よ

町長

９/７

みなみ地区植栽維持管理事業基金条例を制定することについて
（◆開成町南部地区土地区画整理事業施行地区内の公園等の植
栽維持管理事業に要する経費に充てることを趣旨として寄附さ
れた指定寄附金を適正に管理するため、基金を設置する条例）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町税条例の一部を改正する条例を制定することについて
（◆地方税法の一部改正に伴い、固定資産の現所有者申告の制度
化、環境性能割の臨時的軽減の延長、新型コロナウイルス感染症
等に係る寄附金税額控除の特例等に関し、条例の一部改正）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例を制
定することについて（◆行政手続等における情報通信の技術の
利用に関する法律の一部改正に伴い、固定資産評価審査の書面
審理におけるオンラインによる弁明書の提出があった場合の取
扱いに関する規定を整理する必要があり、改正）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町手数料徴収条例の一部を改正する条例を制定することにつ
いて（◆行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律の一部改正により個人番号の通知カードが廃止
されたことに伴い、通知カードの再交付手数料に関する規定を廃
止するため改正）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

９/14

決算認定について（一般会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（国民健康保険特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（介護保険事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（給食事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（後期高齢者医療事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（水道事業会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（下水道事業会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和２年度開成町一般会計補正予算（第４号）について
（◆高齢者定期予防接種対象者等に対し、今年のインフルエン
ザ予防接種の費用を無償とする個別接種委託料や開成南小学校
の放課後児童クラブの利用規模数等を勘案し、120名定員の施
設を建設するための基本設計と実施設計の委託料を計上）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度開成町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 
（◆新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために中止し
た特定検診の集団検診に関連するデータ分析等業務委託などを
減額補正）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度開成町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について
（◆令和元年度決算が確定し繰越金が生じたことや新型コロナ
ウイルス感染拡大による事業の中止に伴う減額補正）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度開成町給食事業特別会計補正予算（第２号）について
（◆繰越金が確定したことに伴い、一般会計繰入金等を町立
園・学校に充てるため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度開成町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１
号）について
（◆令和元年度収納分の後期高齢者医療保険料の精算分を神奈
川県後期高齢者広域連合に納付するため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議長

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化
に対し、地方税財源の確保を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会設置に関する件につ
いて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年開成町議会　９月定例会議議案審議結果

※吉田敏郎議長は採決に加わらない。　○は賛成した者　●は賛成しなかった者　「除」は除斥　「欠」は欠席

　役場新庁舎は、令和元年11月に無事本体工事
の完成を迎えることができました。令和２年５
月の開庁に向け、設備の移設や備品の搬入、窓
口におけるワンストップサービスなど、町民目
線に立ったサービスの充実に向けた準備を進め
ました。

令和元年度

決算のここを

　自治会等に対して、防災に関する知識や技術
を取得する防災講座に加え、災害時に地域内で
指揮を執れる人材の育成を目的とした地域防災
リーダー養成講座やスキルアップ講座を開催し、
自主防災会の強化を図りました。

　観光案内や食品などの加工販売所などを有し
た交流拠点施設を新たに整備しました。併せて
更なる集客を見込み、観光バスも駐車できるよ
う駐車場を拡大し、観光客の利便性の向上を図
りました。

　開成駅への急行列車の停車に伴い、公共交通
の導入の調整や今後の駅前通り線周辺地区土地
区画整理事業に伴う駅前環境の変化を見据え、
将来の開成駅西口広場の再整備に向けた基礎調
査を実施しました。

　開成幼稚園の在籍園児数は255名となり、県
内の公立幼稚園としては最大規模です。園児数
が多いことを特色として、学年間交流や、町の
様々な行事にも参加するなど、異年齢や地域と
の交流を積極的に進め、豊かな人間性と心を育
む教育を進めました。

　令和元年度決算の中で、主な事業等
を紹介します。

庁舎整備事業

自然災害への体制強化 あしがり郷瀬戸屋敷
交流拠点施設を整備

866万
５千円

360万
４千円

398万
２千円 開成幼稚園

３年間教育がスタート
開成駅西口の調査

開成町議会

※本会議の詳細質疑は、議会のホームページに掲載しております。 21億
8,484万
９千円

１億
3,696万
５千円
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町
民
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ス
ト
レ
ス
と
向
き
合

い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。
特
に
、
高
齢
者

が
感
染
し
た
場
合
は
重
症
化
し
易
い
と
言
わ

れ
、
今
後
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
重
篤
化
す
る
こ
と
も
危
惧
さ

れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
達
は
、
長
期
休
校
が

続
い
た
影
響
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る

た
め
、
心
の
健
康
教
育
の
充
足
も
必
要
と
考

え
る
。

問  

高
齢
者
の
健
康
を
守
る
施
策
と
し
て
、

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
無
償

化
を
。

答  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療

法
や
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
今
年
度
に
限
り
、

自
己
負
担
金
を
無
料
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問  

乳
幼
児
の
い
る
母
親
や
妊
婦
を
対
象
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
補
助
を
す
る
考
え
は
。

答  

現
在
の
と
こ
ろ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
公
費

負
担
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問  

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
県
の
予
算

で
雇
用
さ
れ
充
足
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
の
で
町
の
予
算
を
追
加
し

て
雇
用
す
る
考
え
は
。

答  

町
内
の
学
校
で
は
、
養
護
教
諭
が
保
健

の
授
業
に
参
加
し
共
に
学
ん
だ
り
、
栄
養
士

も
授
業
に
参
加
す
る
な
ど
子
ど
も
が
相
談
し

や
す
い
体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
町
費
で
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
雇
用
し
常
勤
体
制
に
す
る
考
え
は
な
い
。

問  

国
は
令
和
２
年
度
第
二
次
補
正
予
算
で

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
今
後
つ
け
る
と
示
し

た
。
厚
木
市
は
、
市
内
の
全
小
中
学
校
に
20

代
か
ら
70
代
ま
で
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
配
置
し
、
消
毒
や
ト
イ
レ
掃
除
、

授
業
の
準
備
な
ど
先
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
い
る
。
本
町
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
現

状
は
。

答  

消
毒
に
関
し
て
は
、
本
議
会
の
補
正
予

算
で
計
上
予
定
で
あ
る
。

　

教
育
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
探
し
続
け

て
い
る
が
、
見
つ
か
っ
て
い
な
い
現
状
で
あ

る
。

前田　せつよ
　　　　議員

子
ど
も
・
高
齢
者
の
よ
り
健
康
な
環
境
づ
く
り
施
策
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
本
町
で
も
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
全
国
的
に
感
染
拡
大
が
続
い
て
お
り
状

況
に
よ
っ
て
は
さ
ら
な
る
対
策
が
必
要
で
あ

る
。

　

本
町
の
指
定
管
理
業
務
に
お
い
て
も
緊
急

事
態
宣
言
後
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
お
い
て
も
救
済
措
置

が
必
要
で
あ
る
。

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
対
策
は
。

答  

国
の
基
本
方
針
及
び
、
県
の
基
本
方
針

を
踏
ま
え
町
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、

町
民
生
活
に
及
ぶ
影
響
を
最
小
と
な
る
よ
う

開
成
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
向
け
た
基
本
方
針
を
定
め
た
。

問  
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
公
園
や
福
祉
会
館
の
救

済
措
置
は
。

答  
感
染
拡
大
に
伴
う
施
設
の
閉
園
、
閉
館

の
よ
う
に
不
可
抗
力
に
よ
り
発
生
し
た
費
用

負
担
は
町
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

水
辺
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
過
去
五
年
の
同
時
期

の
平
均
収
入
を
算
出
し
補
填
し
て
い
く
。
福

祉
会
館
の
令
和
元
年
度
分
の
閉
館
期
間
中
の

施
設
利
用
収
入
の
減
額
分
は
、
利
用
料
減
免

分
保
証
料
に
上
乗
せ
し
補
填
し
て
い
る
。

問  

あ
し
が
り
郷
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
さ

れ
、
瀬
戸
屋
敷
の
指
定
管
理
と
な
っ
た
施
設

の
今
後
の
見
通
し
は
。

答  

５
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
だ
っ
た
が
、
瀬

戸
屋
敷
の
閉
館
に
伴
い
九
月
六
日
に
オ
ー
プ

ン
す
る
。
直
売
所
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
販
売

所
、
体
験
加
工
所
、
ト
イ
レ
を
整
備
し
地
元

野
菜
、
醗
酵
関
連
商
品
等
の
販
売
を
す
る
。

感
染
症
の
状
況
に
留
意
し
な
が
ら
地
域
の

方
々
や
観
光
客
が
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も

ら
う
施
設
に
す
る
。

問  

開
成
町
自
転
車
等
駐
車
場
の
指
定
管
理

に
つ
い
て
感
染
拡
大
に
よ
り
開
成
駅
を
利
用

す
る
通
勤
通
学
で
自
転
車
駐
輪
場
利
用
者
が

減
と
な
っ
た
が
。

答  

駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、
想
定
を
し
て
い

な
い
の
で
、
協
定
に
定
め
の
な
い
事
項
は
、

今
後
要
請
が
あ
れ
ば
協
議
を
し
て
い
く
。

湯川　洋治
　　　　議員

　

南
部
地
域
の
急
速
な
人
口
増
加
に
伴
い
、

町
民
に
最
も
身
近
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
管
理
や
河
川
、
水
路
へ
の
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
事
情
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
き
め
細
や
か

な
対
応
や
取
組
み
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

問  

ご
み
収
集
日
の
固
定
化
の
取
組
み
が
実

現
し
て
１
年
あ
ま
り
経
過
し
た
が
、
町
民
の

反
応
を
含
め
て
取
組
み
の
評
価
は
。

答  

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
収
集
日
固
定
化

の
導
入
は
、
大
変
好
評
で
あ
る
。
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
「
ご
み
を
出
す
日
を
間
違
う
こ
と

が
な
く
な
っ
た
」
と
の
声
を
多
く
い
た
だ
い

て
い
る
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
ご
み
の
排
出

も
、
固
定
化
導
入
前
と
比
較
し
て
大
き
く
減

少
し
て
い
る
。

問  

ご
み
収
集
曜
日
の
固
定
化
に
伴
い
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
別
掲
示
板
の
在
り
方

も
含
め
た
新
た
な
取
組
み
が
必
要
と
考
え
る

が
。

答  

ご
み
置
場
の
掲
示
物
が
多
過
ぎ
て
逆
に

分
か
り
づ
ら
い
と
か
、
美
観
を
損
ね
て
い
る

と
い
う
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
ご

み
置
場
に
必
要
な
固
有
の
情
報
を
シ
ン
プ
ル

に
表
示
す
る
ス
タ
イ
ル
に
変
え
て
い
き
た
い
。

問  

自
治
会
未
加
入
者
、
特
に
ア
パ
ー
ト
住

人
に
対
す
る
ご
み
の
分
別
、
マ
ナ
ー
の
徹
底

策
は
。

答  

ご
み
置
場
利
用
者
の
対
象
エ
リ
ア
を
考

慮
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
啓
発
チ
ラ
シ
の

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
回
覧
に
よ
る
周
知
を
自
治

会
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問  

レ
ジ
袋
の
配
布
が
今
年
７
月
か
ら
有
料

化
さ
れ
、
植
物
由
来
の
原
料
を
25
％
以
上
配

合
し
て
い
れ
ば
、
例
外
的
に
有
料
で
配
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
町
指
定
の
ご
み
袋

の
素
材
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答  

現
在
、
町
指
定
の
ご
み
袋
は
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
資
源
問

題
や
地
球
環
境
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
バ
イ

オ
マ
ス
素
材
等
を
含
有
し
た
袋
を
将
来
的
に

導
入
す
る
こ
と
も
検
討
課
題
と
し
た
い
。 

石田　史行
　　　　議員

日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
問
う

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、
各
指
定
管
理
者
へ
の
対
策
は

※ 質問者本人の原稿を、広報分科会委員が議事録に基づき校正しています。

町政を問う

一般質問
※ 一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。

町政を問う

一般質問
※ 一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。

掲示物が多いみなみ地区の
ごみ置き場

通勤・通学には欠かせない
開成駅前の駐輪場
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金
井
島
地
区
で
９
匹
の
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
捕

獲
さ
れ
、
皮
膚
が
た
だ
れ
、
毛
が
抜
け
る

疥か
い
せ
ん
し
ょ
う

癬
症
に
罹
っ
て
い
た
。
す
み
か
を
な
く
す

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

瀬
戸
屋
敷
周
辺
の
樹
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
り

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
え
な
い
、
防
犯
灯
の
光

が
遮
ら
れ
る
、
強
風
が
吹
く
と
竹
の
枯
れ
葉

が
散
り
、
地
域
住
民
が
後
片
づ
け
に
追
わ
れ

て
い
る
。

問  

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
実
施
す
る
方
へ
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
支
援
の
具
体
案
は
。

答  

周
辺
市
・
町
で
も
実
施
し
て
い
る
実
例

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問  

樹
木
は
成
長
し
、
す
ぐ
繁
茂
す
る
。
文

化
財
で
も
あ
る
瀬
戸
屋
敷
の
屋
根
に
大
量
の

枯
れ
葉
が
落
ち
屋
根
を
傷
め
る
原
因
に
な
る
。

ま
た
、
敷
地
内
が
薄
暗
く
湿
り
気
を
帯
び
、

蛇
等
の
野
生
動
物
が
好
む
環
境
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
状
態
は
見
過
ご
せ
な
い
が
。

答  

平
成
29
年
度
に
剪
定
計
画
を
再
度
見
直

し
、
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
引

き
続
き
高
木
の
剪
定
を
計
画
的
に
行
う
。
中

低
木
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
に
実
施
し

て
も
ら
う
。

問  

瀬
戸
屋
敷
の
竹
の
本
数
を
減
ら
し
適
切

な
維
持
管
理
が
望
ま
れ
る
が
。

答  

竹
の
管
理
は
、
指
定
管
理
者
が
実
施
し

て
い
る
。
ま
だ
密
集
し
て
い
る
こ
と
は
把
握

し
て
お
り
、
大
規
模
な
間
引
き
が
必
要
な
箇

所
は
、
町
と
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

問  

今
後
の
町
の
重
点
施
策
は
南
部
駅
前
整

備
に
注
が
れ
、
北
部
振
興
活
性
化
は
瀬
戸
屋

敷
駐
車
場
整
備
と
加
工
所
建
設
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

答  

北
部
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
手
を
抜
く

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ソ
フ
ト
部
分
に
お

い
て
進
め
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ

の
前
段
階
に
、
瀬
戸
屋
敷
の
環
境
整
備
が
ま

だ
足
り
な
い
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
問
題
、
竹
林

の
関
係
も
含
め
、
早
急
に
対
応
し
て
い
く
。

行
政
と
し
て
地
域
住
民
と
指
定
管
理
者
の
間

に
入
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

井上　三史
　　　　議員

　

開
成
駅
は
平
成
31
年
３
月
に
急
行
停
車

駅
に
な
り
、
令
和
元
年
度
乗
降
者
数
は

１
万
９
７
３
人
と
な
っ
た
。
今
後
、
駅
前
通

り
線
の
開
通
で
、
み
な
み
地
区
と
の
繋
が
り

に
よ
り
利
便
性
の
高
い
駅
前
広
場
と
し
て
再

整
備
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問  

基
礎
調
査
か
ら
の
改
修
規
模
は
ど
の
程

度
の
も
の
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答  

西
口
再
整
備
の
対
象
と
し
て
、
西
口
駅

前
広
場
の
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
広
場
か
ら

県
道
に
通
じ
る
道
路
約
70
メ
ー
ト
ル
を
調
査

し
た
。
交
通
機
能
な
ど
の
様
々
な
機
能
強
化

を
考
え
た
い
。

問  

駅
前
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
停
車
ス

ペ
ー
ス
の
改
修
は
。

答  

現
在
、
西
口
駅
前
広
場
に
は
、
一
般
車

の
送
迎
ス
ペ
ー
ス
７
台
程
度
を
確
保
し
て
い

る
。
将
来
に
向
け
て
は
、
駅
利
用
の
推
計
を

行
い
、
一
般
車
の
送
迎
の
他
、
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
や
歩
行
者
な
ど
、
交
通
全
体
の
安
全
性
、

円
滑
性
な
ど
の
視
点
を
持
っ
て
総
合
的
に
検

討
し
、
一
般
車
の
停
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
確

保
す
べ
き
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
考
え
て
い
く
。

問  

近
隣
の
駐
車
場
、
店
舗
等
と
の
連
携
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答  

開
成
町
の
考
え
方
で
あ
る
都
市
計
画
で

は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
含
め
た
周
辺

は
、
商
業
地
域
と
し
て
高
度
化
を
図
っ
て
い

く
と
の
用
途
の
指
定
を
し
て
い
る
。
都
市
化

の
進
捗
状
況
も
含
め
た
中
で
、
西
口
再
整
備

を
検
討
す
る
段
階
で
、
連
携
等
も
考
え
た
い
。

問  

開
成
都
市
計
画
事
業
駅
前
通
り
線
周
辺

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
認
可
に
向
け
て
の

進
捗
状
況
は
。

答  

今
年
度
中
の
事
業
認
可
に
向
け
て
取
組

ん
で
い
る
。
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、

認
可
申
請
す
る
前
に
地
権
者
へ
の
説
明
会
を

年
内
の
う
ち
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
開
催
の
方
法
を
検
討
す
る
。

説
明
会
後
に
県
へ
事
業
認
可
の
申
請
を
行
う
。

山本　研一
　　　　議員

開
成
駅
西
口
駅
前
広
場
再
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
を
問
う

　

地
球
温
暖
化
が
原
因
と
み
ら
れ
る
異
常
気
象

で
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
中
で
様
々
な

災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
が
世
界
各
国
で
推
進
さ
れ
、
我
が
国
で
も

２
０
５
０
年
ま
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
実
質
ゼ

ロ
、
（
以
下
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
）
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

問  

本
町
で
表
明
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

達
成
の
取
組
み
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
問
う
。

答  

１
点
目
は
、
町
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
を
推
進
す
る
。
２
点
目

は
、
公
共
施
設
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

組
。
３
点
目
は
、
公
用
車
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
な
ど
の
導
入
促
進
等
で
あ
る
。

問  

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
宣
言
は
、
県
内

で
は
６
自
治
体
し
か
手
が
挙
が
っ
て
い
な
い
。

他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
宣
言
し
た
理
由
は
。

答  

日
本
初
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
庁
舎
と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
を

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
う
た
め
、
町
民
に
啓
発

を
し
て
い
く
中
で
表
明
し
た
。

問  

町
民
と
一
緒
に
町
全
体
で
こ
の
取
組
み
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
考
え
は
。

答  

こ
れ
を
契
機
に
、
町
民
が
自
分
た
ち
の
身

近
に
で
き
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。

問  

30
年
後
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
イ

メ
ー
ジ
は
。

答  

災
害
が
こ
れ
以
上
広
が
ら
な
い
。
ゲ
リ
ラ

豪
雨
、
気
象
変
動
が
お
か
し
く
な
ら
な
い
こ
と
。

問  

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
普
及
啓
蒙
事

業
と
い
う
２
０
３
０
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比
で
、
26
％
削
減
と

い
う
目
標
達
成
の
事
業
が
環
境
省
か
ら
展
開
さ

れ
て
い
る
。
参
加
し
な
い
の
か
。

答  

「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
に
つ
い

て
も
宣
言
し
て
、
環
境
に
優
し
い
啓
発
活
動
を

こ
れ
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問  

専
門
の
部
署
を
設
け
て
、
町
長
の
本
気
度

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
考
え
は
。

答  

そ
う
い
う
部
署
を
専
属
で
設
け
る
考
え
は

な
い
。 

星野　洋一
　　　　議員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の

見
通
し
が
立
た
な
い
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
運

営
状
況
を
整
理
し
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

問  

令
和
２
年
度
下
半
期
の
財
政
の
見
通
し

は
。

答  

大
手
法
人
等
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
表
れ
、
今
回
の
補
正
予
算
で
法
人

町
民
税
の
減
額
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
の

減
額
分
は
地
方
交
付
税
の
増
額
及
び
繰
越
金

等
で
賄
え
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
突
発

的
な
状
況
の
変
化
が
な
け
れ
ば
、
今
年
度
下

半
期
の
財
政
運
営
は
堅
調
に
推
移
で
き
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

問  

文
部
科
学
省
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
児
童
生
徒
の
「
学

び
の
保
障
」
総
合
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
示
さ

れ
た
。
本
町
の
取
組
み
体
制
は
。

答  

一
つ
の
大
事
な
要
素
と
し
て
授
業
日
数

を
確
保
で
き
て
い
る
の
か
が
気
が
か
り
で

あ
る
。
あ
く
ま
で
計
画
上
だ
が
、
今
年
度
、

小
・
中
学
校
の
年
間
授
業
日
数
の
９
割
は
確

保
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
回

の
よ
う
な
緊
急
の
臨
時
休
業
等
が
多
く
発
生

す
る
場
合
は
、
改
め
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

問  

総
合
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
考
え
方
と
し

て
、
「
臨
時
休
業
中
も
、
学
び
を
止
め
な

い
」
「
速
や
か
に
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
学

校
で
の
学
び
を
再
開
す
る
」
「
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
活
用
し
、
学
び
を
取
り
戻
す
」
「
柔
軟

な
対
応
の
備
え
に
よ
り
、
学
校
な
ら
で
は
の

学
び
を
最
大
限
確
保
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
へ

の
取
組
み
を
保
護
者
へ
提
示
し
て
も
ら
い
た

い
が
。

答  

マ
チ
コ
ミ
メ
ー
ル
等
で
、
情
報
を
発
信

し
て
く
だ
さ
い
と
学
校
に
お
願
い
し
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど
、

も
う
少
し
見
え
る
化
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

し
て
い
き
た
い
。 

佐々木　昇
　　　　議員

明
る
い
未
来
に
向
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

瀬
戸
屋
敷
周
辺
の
環
境
整
備
を
問
う

２
０
５
０
年
ま
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
実
質
ゼ
ロ
の

取
組
み
に
向
け
て
町
の
考
え
は

再整備予定の開成駅西口駅前広場

省エネを駆使したZEB庁舎 箱わなで捕まったハクビシン

コロナ禍における自粛期間等が子ども
たちのハンデとならないように
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策

に
盛
り
込
ま
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
前
倒
し
に
つ
い
て
、
緊
急
時
に
お
い
て
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
全
て
の
学
び
を
保
障

で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
児
童
・
生
徒
の
興
味
関
心
と
習
熟
度
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
、
併
せ
て
先
生
方
の
負
担

軽
減
も
期
待
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
広
い
視
点
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
教
育
の
転
換
期
の
中
を
子

ど
も
た
ち
が
力
強
く
駆
け
抜
け
て
ほ
し
い
と

願
う
。

問  

教
育
情
報
化
推
進
計
画
の
早
期
策
定
を

望
む
が
、
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

答  

確
定
し
た
も
の
は
な
い
。
機
器
の
導
入

の
時
期
に
合
わ
せ
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問  

特
別
支
援
級
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答  

授
業
で
ど
う
い
っ
た
効
果
的
な
使
い
方

が
で
き
る
の
か
、
学
校
と
十
分
に
協
議
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
に
合
っ
た
使
い
方
を
し

て
い
く
。

問  

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
く
考
え
は
。

答  

不
登
校
の
お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
家

庭
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
学
習
に
利
活

用
す
る
機
器
を
持
た
な
い
家
庭
へ
の
機
器
の

貸
し
出
し
の
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
る
。

  

教
育
情
報
化
推
進
計
画
の
策
定
を
進
め
る

中
で
学
校
と
協
議
を
し
、
ど
う
い
う
使
い
方

が
ふ
さ
わ
し
い
か
検
討
を
進
め
る
。

問  
町
民
セ
ン
タ
ー
の
学
習
室
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
環
境
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答  

各
階
に
設
置
す
る
の
か
、
２
階
だ
け
に

設
置
す
る
の
か
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

進
め
て
い
く
。

問  

民
間
企
業
を
利
用
し
た
情
報
モ
ラ
ル
教

育
の
導
入
に
関
し
て
の
考
え
は
。

答  

一
番
効
果
の
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
は
ど
の
よ
う
に
策
定
し
て
い
く
か
、
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

 

井上　慎司
　　　　議員

本
町
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
充
実
と
今
後
の
展
望
を
問
う

　

感
染
防
止
対
策
と
し
て
も
テ
レ
ワ
ー
ク
の

導
入
は
急
速
に
進
ん
で
お
り
メ
リ
ッ
ト
は
多

く
今
後
も
浸
透
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
都
心
か
ら
郊
外
に
人
の
移
動
が
起
き

る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
仕
事
は
そ
の

ま
ま
住
ま
い
は
開
成
町
」
を
目
指
し
人
口
増

へ
繋
げ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

問  

テ
レ
ワ
ー
ク
を
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て

い
く
考
え
は
。

答  

全
国
的
に
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
は
あ
る
が
、
都
心
か
ら
距
離
が
あ
る
自
治

体
で
取
組
ま
れ
て
る
。

問  

テ
レ
ワ
ー
ク
は
地
方
の
自
治
体
が
取
組

む
と
い
う
認
識
か
。

答  

テ
レ
ワ
ー
ク
を
率
先
し
て
実
施
し
て
い

る
自
治
体
を
視
察
し
た
が
、
東
京
か
ら
離
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て

本
町
は
好
立
地
に
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
だ
け

で
な
く
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問  

最
近
の
テ
レ
ワ
ー
ク
は
出
社
を
組
合
せ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
大
都
市
圏
へ
通
勤
可
能
な

自
然
豊
か
な
本
町
は
理
想
的
で
、
テ
レ
ワ
ー

ク
は
地
方
の
取
組
み
で
は
な
い
と
思
う
が
。

答  

テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
言
葉
が
あ
る
以
前

か
ら
本
町
の
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
て
き

た
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
プ
ラ
ス
α
を
し
て

テ
レ
ワ
ー
ク
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。

問  

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
住
・
定
住

ペ
ー
ジ
が
必
要
で
は
。

答  

も
う
少
し
上
手
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な

表
現
に
変
え
て
い
く
。

問  

定
住
促
進
策
と
し
て
期
待
で
き
る
空
き

家
バ
ン
ク
の
現
状
と
課
題
は
。

答  

空
き
家
は
現
在
30
戸
で
登
録
は
０
戸
で

あ
る
。
申
込
み
は
少
な
い
が
、
空
き
家
の
利

活
用
は
取
組
ん
で
い
く
。

問  

町
職
員
の
今
後
の
テ
レ
ワ
ー
ク
拡
充
の

可
能
性
は
。

答  

拡
充
す
る
こ
と
で
感
染
防
止
対
策
だ
け

で
な
く
、
働
き
方
改
革
に
も
な
る
。
本
議
会

の
補
正
予
算
で
自
宅
等
か
ら
庁
舎
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
環
境
整
備

と
対
応
機
器
の
導
入
費
用
を
計
上
す
る
。

武井　正広
　　　　議員

新
た
な
働
き
方（
テ
レ
ワ
ー
ク
）の
普
及
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

　

酒
匂
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
（
全
長
約

8.9
㎞
）
が
今
年
の
４
月
１
日
に
県
か
ら
２
市

１
町
（
南
足
柄
・
小
田
原
・
開
成
）
に
施

設
の
管
理
が
移
管
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
方
も

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
安
全
確

保
と
さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
手
立
て
が

必
要
で
あ
る
。

問  

管
理
運
営
の
移
管
に
係
る
協
議
・
調
整

の
経
緯
と
具
体
的
内
容
は
。

答  

平
成
12
年
８
月
か
ら
移
管
に
向
け
た
協

議
開
始
の
依
頼
が
あ
り
、
平
成
28
年
か
ら
議

論
が
具
体
化
し
た
。
平
成
30
年
に
県
と
確
認

書
の
締
結
を
行
っ
た
。

問  

施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
の
予
算
措
置

や
経
費
負
担
は
。

答  

今
年
度
か
ら
２
市
１
町
で
修
繕
料
や
委

託
料
を
予
算
化
し
た
。
毎
月
の
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
る
施
設
点
検
で
安
全
確
保
に
努

め
て
い
る
。

問  

今
年
度
の
予
算
で
草
刈
り
業
務
委
託
費

が
計
上
さ
れ
た
が
、
開
成
町
区
間
は
草
が
伸

び
切
っ
て
い
て
、
通
行
が
危
険
だ
と
言
う
利

用
者
の
声
が
あ
る
が
。

答  

お
彼
岸
前
に
は
綺
麗
に
す
る
予
定
で
あ

る
。

問  

さ
ら
な
る
利
用
促
進
の
た
め
に
公
益
で

連
携
を
図
っ
て
は
。

答  

所
管
す
る
部
署
は
い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ

課
で
あ
る
た
め
、
い
つ
で
も
連
絡
を
取
れ
る

体
制
で
あ
る
。

問  

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
だ
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
も
で
き
る
。
協
働
事
業
等
の
企
画

立
案
や
そ
れ
を
実
行
す
る
協
議
会
等
の
設
立

に
よ
り
、
町
民
に
喜
ば
れ
る
取
組
み
等
を
推

進
す
る
考
え
は
。

答  

担
当
者
レ
ベ
ル
で
も
打
ち
合
わ
せ
は
で

き
る
の
で
、
現
段
階
で
は
協
議
会
の
設
置
ま

で
は
考
え
て
い
な
い
。

問  

施
設
の
移
管
を
契
機
に
自
転
車
の
ま
ち

づ
く
り
を
更
に
推
進
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
取
組
み
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答  

コ
ー
ス
は
狭
く

危
険
な
の
で
、
こ
こ

を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
は
特
に
考

え
て
無
い
。

茅沼　隆文
　　　　議員

　

全
世
界
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
、

い
ま
だ
に
有
効
な
治
療
法
が
確
立
し
て
お
ら

ず
、
収
束
す
る
見
通
し
が
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
中
で
、
来
年
度
の
予
算
編
成
を
行
う
に

当
た
り
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
一
度
整
理
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

問  

町
が
大
き
く
影
響
を
受
け
た
の
は
何
と

考
え
て
い
る
の
か
。

答  

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
２
ヶ
月
に
及

ぶ
休
校
措
置
や
夏
休
み
の
短
縮
な
ど
、
学
習

環
境
に
多
大
な
影
響
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
今

年
度
中
に
改
修
、
開
設
を
予
定
し
て
い
た
町

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
及
び
図
書
室
の

機
能
強
化
の
整
備
が
令
和
３
年
度
に
先
送
り

と
な
っ
た
。

問  

新
た
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の

か
。

答  

今
回
の
補
正
予
算
で
、
65
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
の

無
償
化
を
盛
り
込
ん
だ
。

問  

本
年
度
と
来
年
度
の
予
算
へ
の
影
響
を
、

ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
。

答  

今
年
度
は
法
人
町
民
税
の
減
額
が
見
込

ま
れ
る
が
、
財
源
確
保
の
目
途
は
立
っ
て
お

り
、
堅
調
な
財
政
運
営
が
で
き
る
。
来
年
度

予
算
に
つ
い
て
は
個
人
町
民
税
や
法
人
町
民

税
の
減
収
が
予
想
さ
れ
、
来
年
度
に
向
け
た

計
画
事
業
に
つ
い
て
各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
翌
年
度
以
降
へ
の
影
響
に
つ
い
て
共

通
認
識
し
、
予
算
編
成
に
向
け
内
容
を
検
討

し
て
い
く
。

問  

来
年
度
、
最
も
重
要
で
あ
り
、
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
は
何
か
。

答  

子
ど
も
の
教
育
や
子
育
て
は
最
優
先
課

題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
特
に
来
年
度
は
、

文
命
中
学
校
の
３
ヶ
年
の
改
修
の
初
年
度
で

あ
る
。
ま
た
、
開
成
南
小
学
校
の
敷
地
内
に
、

１
２
０
人
定
員
の
学
童
保
育
を
新
た
に
作
る

こ
と
も
、
将
来
を
考
え
る
と
重
要
な
こ
と
な

の
で
、
こ
れ
ら
の
予
算
を
き
ち
ん
と
確
保
す

る
。

下山　千津子
　　　　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
町
が
受
け
た
影
響

に
つ
い
て
、
町
の
見
解
を
問
う

町
に
移
管
さ
れ
た
酒
匂
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の

安
全
確
保
と
利
用
促
進
を

はじめてのオンラインミー
ティングに挑戦する中学生

雑草が生い茂り、見通
しが悪い場所もある

コロナの影響により、
消毒等の多くの対応が
迫られている
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議会の動き

８月

９月 10月

20日　●全員協議会
　　　●広報分科会
　　　●教育民生常任委員会
24日　●総務経済常任委員会
27日　●議会運営委員会

４日　●９月定例会議（～14日）
８日　●議会運営委員会
14日　●議会運営委員会
16日　●教育民生常任委員会
18日　●全員協議会
　　　●広報分科会
　　　●総務経済常任委員会
25日　●議員研修会
28日　●足柄西部清掃組合議会定例会

　

前
回
の
委
員
会
を
踏
ま
え
て
、
担
当
課

か
ら
「
開
成
町
防
災
備
蓄
指
針
に
つ
い
て

（
概
要
）
」
の
説
明
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
委
員
会
討
議
で
は
、
各
自
治

会
の
備
品
等
の
数
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
討
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
定
例
会
議
に
お
い
て
委
員

会
付
託
さ
れ
た
「
町
道
・
用
水
路
の
整
備

に
つ
い
て
の
陳
情
」
の
現
状
を
調
査
す
る

た
め
、
担
当
課
か
ら
説
明
聴
取
を
行
い
ま

し
た
。
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
12
月
定
例

会
議
に
て
委
員
会
報
告
を
す
る
予
定
で
す
。

総務経済
　常任委員会

・地域防災のあり方について
・陳情審査について

現在活動中！

委員長　湯川　洋治

現地視察の様子

委員会レポート

　

前
回
の
委
員
会
で
は
、
担
当
課
か
ら
改
修

工
事
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
聴
取
を
受
け
、

そ
の
説
明
を
受
け
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、
文

命
中
学
校
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
校
長
先
生
や
教
頭
先
生
か
ら
現

状
の
説
明
が
あ
り
、
老
朽
化
し
た
校
舎
を
実

際
に
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

な
時
間
で
あ
っ
た
。

　

視
察
後
は
、
各
委
員
か
ら
意
見
等
を
ま
と

め
、
文
命
中
学
校
の
教
育
環
境
が
よ
り
良
い

も
の
に
な
る
よ
う
に
委
員
会
と
し
て
も
提
言

を
し
て
い
き
ま
す
。

教育民生
　常任委員会

・文命中学校改修工事について

委員長　石田　史行

12月定例会議
　　　　12月４日(金)から　開会予定
傍聴の際は、住所、氏名、年齢（○歳代）を記入していただきます。
審議日程等は議会のホームページに掲載いたします。

　

令
和
２
年
９
月
25
日
に
議
員
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
町
村
議
会
議
長
会
事
務
局

参
事
の
沼
田
卓
氏
に
よ
る
「
議
会
運
営
に

お
け
る
発
言
の
心
得
に
つ
い
て
」
を
主
と

し
た
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
能
率
的
な
一
般
質
問
の
仕

方
、
町
民
に
も
分
か
り
や
す
く
、
町
側
の

答
弁
を
引
き
出
す
質
問
や
質
疑
を
行
う
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
れ
ば
良
い

の
か
な
ど
を
中
心
に
学
び
、
大
変
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
議
会
運

営
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

当日の研修会の様子

提出 議決日 議　案　名 審議
結果

下
山
千
津
子

佐
々
木
昇

武
井
正
広

湯
川
洋
治

茅
沼
隆
文

星
野
洋
一

井
上
三
史

山
本
研
一

石
田
史
行

井
上
慎
司

前
田
せ
つ
よ

町長 ７/31

工事請負契約の締結について（開成町庁舎解体及び跡地整備工事）
（◆庁舎の解体及び跡地整備工事の工事請負契約を締結するため） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の取得について（令和２年度開成町立小中学校情報機器等
整備事業）
（◆小中学校におけるICT教育を推進するための備品を取得に
係る、物品購入契約を締結するため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年開成町議会　７月随時会議議案審議結果

おしらせ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から傍聴席の数を制限させていただ
きます。また、ご来庁前にご自宅で検温
していただき、体調の悪い方は傍聴をご
遠慮ください。

お詫びと訂正
　議会だより202号の記
事に誤りがありました。
お詫びして訂正いたし
ます。
≪P８≫令和２年開成町
議会　随時会議議案審
議結果
　５月27日の本会議で
は井上三史議員が出席
し賛成、星野洋一議員
が欠席されました。

※吉田敏郎議長は採決に加わらない。　○は賛成した者　●は賛成しなかった者　「除」は除斥　「欠」は欠席

７日　●広聴分科会
８日　●広報分科会
15日　●足柄上郡議長会定例会
19日　●全員協議会
　　　●教育民生常任委員会
　　　●総務経済常任委員会
28日　●足柄上郡議長会研修会
　　　●議会運営委員会
　　　●10月随時会議
　　　●議会ICT化に関する検討委員会

開成駅前第一公園
防災倉庫を視察　

発
言
の
心
得
を

　
　
再
度
考
え
る

７
月
随
時
会
議

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
開
成
町

庁
舎
解
体
及
び
跡
地
整
備
工
事
）

新
庁
舎
へ
の
移
転
完
了
に
伴
い
、
旧

庁
舎
の
解
体
、
そ
の
跡
地
の
整
備
を
行

う
。
ま
た
、
工
事
の
実
施
に
あ
た
り
、

来
庁
者
等
へ
の
安
全
確
保
や
、
周
辺
環

境
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
施
工
方
法
等
に
つ
い
て
す
ぐ
れ

た
技
術
を
有
す
る
業
者
を
選
考
し
た
い

た
め
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

選
考
。

　

・
契
約
の
相
手
方

　
　

大
成
建
設
株
式
会
社

　

・
契
約
金
額

　
　

一
金　

１
億
３
，
６
８
４
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
全
員
賛
成
〉

〇
財
産
の
取
得
（
令
和
２
年
度
開
成
町

立
小
中
学
校
情
報
機
器
等
整
備
事
業
）

・
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
Ｊ
Ｍ
Ｃ
神
奈
川
中
央
支
店

・
契
約
金
額

　

一
金　

９
，
９
８
８
万
円

・
数
量

　

学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
１
，７
６
７
台
、

　

モ
バ
イ
ル
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー

　

１
１
０
台
、
遠
隔
学
習
用
設
備

　
　
　
（
カ
メ
ラ
・
マ
イ
ク
）
各
３
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
全
員
賛
成
〉
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議会と懇談会を希望され
る団体を随時募集してお
ります！

広　告 広　告

各種団体の皆さん
議会と懇談会をしませんか！

　開成町議会では、議会に対する要望の集約や議会活動の充実とご理解を
得るため、町内の各種団体の皆様との懇談会を開催しています。この懇談
会は随時受け付けています。開催日程、場所、懇談のテーマなどご相談さ
せていただきますので、お気軽に議会事務局までご連絡ください。

　
編
集
後
記

　

日
増
し
に
秋
の
深
ま
り
を
感

じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
成
町
の
秋
の
風
物
詩
『
開

成
町
阿
波
お
ど
り
』
は
残
念
な

が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
町
内
各
所
で
賑
や

か
に
行
わ
れ
た
稲
刈
り
の
様
子

は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
く
、

開
成
町
の
秋
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
成
町
議
会
９
月
定

例
会
議
で
は
決
算
認
定
を
は
じ

め
多
く
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

一
般
質
問
で
は
議
長
を
除
く
11

名
が
登
壇
し
、
様
々
な
質
問
と

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
議
場

で
の
熱
意
が
町
民
の
皆
さ
ま
に

も
伝
わ
る
よ
う
、
議
会
だ
よ
り

の
編
集
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

開
成
町
議
会
で
は
議
場
の
コ

ロ
ナ
対
策
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
議
会
の
傍
聴
に
も
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
井
上
慎
司
）

●
議
会
を
傍
聴
し
始
め
た
き
っ

か
け
は
。

◆
６
年
ほ
ど
前
に
元
職
場
の
先

輩
で
な
お
か
つ
自
治
会
も
同
じ

Ｓ
さ
ん
に
「
答
え
は
議
会
に
あ

る
か
ら
傍
聴
し
な
！
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
た
か
ら
。

●
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
議
会
を

傍
聴
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

感
想
は
。

◆
す
べ
て
決
め
ら
れ
た
行
事
を

こ
な
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
！
議
会
は
、
あ
る
課
題
に
つ

い
て
活
発
に
議
論
す
る
場
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
こ
の
場
面
を

見
た
記
憶
が
あ
ま
り
な
い
。
ポ

イ
ン
ト
論
議
は
侃か

ん
か
ん
が
く
が
く

々
諤
々
、
議

論
し
て
も
ら
い
、
活
性
化
す
べ

き
で
あ
る
。

●
最
後
に
ひ
と
こ
と

◆
議
会
を
知
る
と
、
町
の
進
も

う
と
し
て
い
る
方
向
が
見
え
る
。

傍
聴
し
た
こ
と
な
い
方
は
一
度

で
良
い
か
ら
傍
聴
し
て
お
く
と

良
い
の
で
は
。

答
え
は
議
会
に
あ
る
！

毎回のように
傍聴いただいてます

　開成町議会では、町民サービスの向上と民間企業等
との協働による地域の活性化を目指すことを目的に、
議会だよりに掲載する有料広告を募集しています。

　有料広告に関する掲載基準や申込書などは、議会
ホームページに掲載しています。
（１枠につき１回5,000円※減免規定あり）

議会だよりに掲載する広告を募集しています！

開成町議会発行 編集／広報広聴常任委員会（広報分科会）
委 員 長　井上　三史　　　　委　員　佐々木　昇　　　　星野　洋一
副委員長　山本　研一　　　　　　　　武井　正広　　　　井上　慎司

議会のホームページ
はこちらからご覧く
ださい。

開成町議会発行  編集／広報広聴常任委員会（広報分科会）  〒258-8502　神奈川県足柄上郡開成町延沢773
TEL. 0465（84）0323  FAX. 0465（20）5272　メールアドレス gikaijimu@town.kaisei.kanagawa.jp

円中在住
倉
くら

林
ばやし

弘
ひろ

行
ゆき

様


